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アイランドシティ市５の１工区東側土壌調査結果について 
 

 

平成２１年１０月５日に実施したアイランドシティ市５の１工区東側の土壌

調査結果について検討を行いました。 

その結果、含有量調査ではすべて基準値を下回っていましたが、溶出量調査

では、砒素のみ１地点で基準値を超えており（0.049mg／L）、これは平成１７

年度に行った調査結果（最大値：0.051mg／L）と同程度の濃度でした。 

従って、この砒素は自然由来のものであり、調査区域の土壌は北部九州域の

一般の土壌と変わらないものであると考えます。 

 
○土壌を直接摂取した場合について 

土壌汚染対策法に基づく含有量試験を行ったところ、３物質とも基準値を  

下回っていました。 

従って、土壌を直接摂取した場合の健康上の問題はありません。 

 

○地下水として摂取した場合について 

溶出量試験では、３物質のうち砒素のみ４地点中１地点で基準値（0 .0 1 m g/L

以下）を超えて検出されました（最小値：不検出 、最大値：0.049 m g /L ）。 

砒素については、北部九州の地層と同程度の濃度であり、この濃度では、 

地下水を飲んだとしても健康に影響を及ぼすことはないと考えられます。 

なお、砒素以外の２物質については、いずれも基準値を下回っていました。 

 

＜参考＞ 

この地域内の地下水は塩分濃度が高いため、飲用には向いていません。 
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【土壌含有量調査結果】第２種特定有害物質（水銀，鉛，砒素）

  特定有害物質が含まれる汚染土壌を，一生涯にわたって直接摂取（経口，呼吸等）し続けて
も健康に影響が現れない土壌含有量基準値との比較

【土壌溶出量調査結果】第２種特定有害物質（水銀，鉛，砒素）

  土壌からの特定有害物質の溶出に起因する汚染地下水等を，人(体重50kg)が毎日２Ｌ一生涯
にわたって飲み続けても健康に影響が現れない溶出量基準値との比較
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今までのアイランドシティ土壌調査の経緯について 
 

 

１．発端 

平成１７年２月８日及び９日の新聞等において，アイランドシティ埋立工事の覆土に

使用している公共残土の一部が，土壌汚染対策法の基準値と比較して，基準値を超えて

いるとの報道がなされた。 
 

２．アイランドシティの埋立土砂の受入基準 

海洋汚染及び海上災害の防止に関する法律（以下、「海洋汚染防止法」。）に基づく判定

基準を適用して浚渫土砂を受け入れている。また、覆土に使用する購入土砂や公共残土

についてもこの基準で取り扱っている。 

 

３．土壌汚染対策法との関係 

土壌汚染対策法は、特定有害物質を取り扱っている工場等が、土壌汚染の有無が不明

なまま放置され、例えば、住宅、公園等のような不特定の人が立ち入る土地に共せられ

ることによって、人への健康影響が生じることを防ぐことを目的とした法律であり、海

洋汚染防止法とは趣旨目的が異なっている。  

土壌汚染対策法では、人為的な汚染が認められる土地については、同法第５条に基づ

き、指定区域として市長が指定することによって、土砂の持ち出しの禁止や汚染の除去

等の措置命令を受けることになっており、アイランドシティについては、そのような区

域からの土砂の持ち込みはない。 

 

４．土壌調査等の経緯 

専門家で構成する「アイランドシティ土壌調査専門委員会」を設置し、同委員会の指

導助言を受けながら調査を実施するとともに、調査結果の評価を行ってきた。この度の

第４回土壌調査は、調査未実施の市５の１工区（東側）を対象とするものである。 

 

 ＜経緯＞ 

平成１７年３月 ４日  第１回委員会  ：調査に関する具体的検討 

       ４月 １日  第１回土壌調査 ：博多港開発（株）工区 １５地点 

       ５月２７日  第２回委員会  ：調査結果の評価 

       ７月 ４日  第２回土壌調査 ：博多港開発（株）工区 １５地点 

       ８月２７日  第３回委員会  ：調査結果の評価 

      １０月１２日  第３回土壌調査 ：市１工区 ６地点 

  平成１８年１月１３日  第４回委員会  ：調査結果の評価 

  平成２１年１０月５日  第４回土壌調査 ：市５の１工区（東側） ４地点 

 

５．平成１７年度調査結果及び評価の概要 

   博多港開発工区及び市１工区の計３６地点で調査を行ったところ、含有量試験では全

て基準値を下回っていた。溶出量試験では、３６地点中１４地点から砒素が基準を超え

て検出されたが（最大値：0.051mg/L、基準値：0.01mg/L）、検出された砒素はいずれも

自然由来のものであり、調査区域の土壌は北部九州の一般土壌と変わらず、健康に影響を

及ぼすことはないとの評価であった。 
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